
（P1：基本・運営情報） 三田市・指定管理者制度モニタリング【様式３】

( 年間)

1

2

指定管理施設評価　年間評価シート

実施時期 回答数

１．施設概要

２．指標

年度実施）年度評価

管理運営におけ
る基本理念

施設の設置目的

迷惑駐車・駐輪の防止に資することにより道路交通の円滑化を図るとともに、利便性の
高い施設を目指す。

道路交通の円滑化、自転車や自動車等を利用する市民の利便を図る。

施設所管課

施設名

所在地

指定管理者

三田市福島（新三田駅前駐車場）他

公募

三田市自転車等駐車場、三田市新三田駅前駐車場、
三田市藍本駅前駐車場

利用者
満足度
調査結
果

（％）

【増加】

利用者の満足度

120件令和4年12月

95%駐輪・駐車場の総合的な満足度

使い勝手・利便性

管理人の対応について

1,972 1,918

68,12768,617

78,971 78,972 69,694 68,127

ー

ー ー ー

58,159 55,975 53,982

78,971 76,826

94%

100%

主な調査内容及び満足度（普通以上の割合）

6,6779,286 3,640

73,41366,63373,885

01,0772,146

8,118 5,858 5,838

2,555 1,263 3,144 1,630

まちの再生部都市整備室道路河川課 電話 079-559-5101

評価指標（下記の指標を【増加】又は【減少】させる管理運営を実施）

施設全体

詳細

（単位：千円）

収入

指定管理料

97

431,865

438,884 414,026 431,865

現指定管理者現指定管理者現指定管理者

438,884 414,026

利用件数(台)【全体】

利用者数(台)【全体】

使用料収入

2,274

施設管理型施設分類

三田市あかしあ台5丁目32番地2 選定方法

公益社団法人　三田市シルバー人材センター

から

不採用

令和4年4月1日

令和9年3月31日 5
主な
業務内容

・施設の管理、運営
・案内、誘導
・定期券の販売及び使用料の徴収
・自転車等放置禁止区域の巡回
・放置自転車等の保管及び指導

R2年度R3年度R4年度

R2年度R3年度R4年度

78,972 69,694 68,127

R2【実績】R3【実績】R4【実績】

40,965

0

市の使用料収入（利用料金制を採用していない場合）

8,151

66,632,490

28 26 28

78,971

R4【計画】

ー ー ー

（円）

99

項目

令和4 令和5（

39,580 34,902

利用料金制

指定期間

指定管理者所在地

３．管理運営状況

【増加】

388,982377,152397,030

91

73,412,480

58,997

73,884,370

施設全体

事業収入等（受講料その他）
指定管理者
の収支状況

支出

人件費

光熱水費

施設修繕費

施設維持管理費・事業費等

差引き

利用者数①(台)

利用者数②(台)

利用者数③(台)

有料施設稼働率(％) １日平均駐輪・駐車数÷満車台数（4,291台）

新三田駅前駐車場

藍本駅前駐車場

有料駐輪場合計

9,268

施設利用料金

ー

施設
利用状況



（P2：評価内容） 指定管理者制度モニタリング【様式３】

４．各項目における評価内容

（得点率＝評価項目の評点の合計÷満点×100）

評価項目（項目区分別）における評価区分 総合評価における評価区分
適正管理【３段階】 サービス効果【５段階】 得点率 総合評価

5 優れている 概ね80％以上 ※ 優良
4 やや優れている 概ね70％以上 ※ 良好

3 適正 3 標準 概ね60％以上 ※ 標準
2 課題有 2 やや劣っている 概ね50％以上 要努力
1 要改善 1 劣っている 概ね50％未満 要改善

該当しない評価項目は斜線表示とする ※評価項目に１つでも１の評価がある場合は、Ｃ以下とする

５．総評

【成果】

【課題】

【今後の方向性】

市評価

3 適正

指定管理施設評価 年度実施）

施設名

指定管理者

年度評価

公益社団法人　三田市シルバー人材センター 施設所管課 まちの再生部都市整備室道路河川課

 三田市自転車等駐車場、三田市新三田駅前駐車場、三田市藍本駅前駐車場

やや優れている

4 やや優れている

4

4

年間評価シート
施設分類 施設管理型

Ⅰ.基本的な
 サービスの提供

項目区分評価項目

サービス効果

サービス効果

サービス効果

 の取り組み

サービス効果

Ａ総合評価
得点率

標準

優れている

Ⅱ.施設の管理

→

→
→

→
→
→

適正管理

サービス効果

サービス効果

サービス効果

サービス効果

サービス効果

やや優れている

優れている

78%

やや優れている

3 標準標準

適正

適正

サービス効果

サービス効果

適正管理

(5)コスト削減、環境配慮の取り組み

(4)指定管理者が行う修繕

3

3

3

5

3

評価の観点

(6)目標の達成度

(5)施設の目的に沿ったサービスの提供

(4)市、関係団体、地域等との連絡調整

(3)利用承認、案内等の対応と接遇

(2)利用者の安全確保

(1)施設運営に係る協定事項の遵守

指定管理者セルフ評価

(1)建物保守管理・設備機器類の安全管理

適正管理

適正管理

適正

3 適正

3 適正

3

4

4

5

4

3

(4)利用者の満足度

(3)利用者ニーズに応じた改善

(2)利用者獲得及び収入増加に向けた取り組み

(1)苦情等への対応

(3)清掃・衛生管理・警備

(2)収納・文書・備品の適正管理

やや優れている 4Ⅳ.満足度向上へ 4

適正

4 やや優れている

3 標準

4 やや優れている

標準

標準

標準

3 標準

やや優れている

やや優れている

3

3

3

令和4 （ 令和5

・従前からの接遇研修が実を結び、ついに接遇についてのアンケートで満足・やや満足が100%を達成した。
・藍本駅前駐車場について、看板設置等により、他がコロナの影響で利用者が減少している中順調に増加している。
・令和4年度から各設備の保守契約も業務に含めたが、保守業者からの指摘事項（消防点検など）について適切に対応し
ている。

・現在のアンケートの満足度が維持できるよう、スタッフの接遇レベルの向上を目指す。
・各設備が老朽化してきているため、規模が大きな修繕については指定管理者との連絡を密にし、適切な保守管理を行うこ
とにより施設の長寿命化を図る。

・複数施設で緊急時対応マニュアルの掲示場所が分かりにくい等をモニタリング時に指摘した。安全に関わることなので今
後もモニタリング時には必ず確認する。また、施設の老朽化に伴う修繕が必要な個所を把握し、計画的に対応していくことが
求められている。
・有料施設においてはインボイス対応が喫緊の課題であり、道路河川課・指定管理者で協力し、開始までに事務処理手順
等を決定する必要がある。

Ｄ
Ｃ

指定管理者による所見

市による所見

適正

やや優れている

・現状の利用に即した案内表示の掲示を行った。
・講習会（普通救命講習会（三田市消防：AEDの使い方など施設内での応急措置に活用）、交通安全講習会（三田警察：
自転車のヘルメット着用努力義務化、非着用者への対応等）を開催した。
・無人駐輪場の除草作業（藍本、相野、広野、南ウッディタウン：場内美観維持・不法投棄対策のため）を行った。

Ｂ
Ａ
Ｓ

4 やや優れている

3 標準

3


